






要約:滋賀県小児慢性特定疾患患者の疫学を平成元年の医療給付台帳により検討した。申

請総数は 1529 件で,疾患,年令分布とも全国調査に類似していた。滋賀県の地域特性とし

ては,糖尿病を除く,ずべての疾患で他府県への依存が 13～46%,全体として 27%にみられた

ことである。交通の便が医療の県外依存を高めていると考えられるが,小児慢性疾患児の

トータルケアを実施する上で,地域の専門医療機関の整備が本県の課題である。


